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一

　

は

じ
め

に

ー
問
題
の

所
在

1

　
「

檀

中
十
間

十
答
」

は

智
旭
（

一

五

九

九

〜
一

六
五

五
）

が
三

十
八

歳

の

時
の

著
作
で

あ
る

。

安
徽
省
九
華
山
に

隠
遁
し
て

い

た

時
に

、

弟
子

の

自
観
照

印
（
一

六

〇

二

〜
一

六

四
一
）

が

求
法
の

た

め

に

智
旭
を
訪
ね

た
。

智
旭
は

自
観
に

対
し

て

『

梵
網
経
』

と

『

楞
厳
経
』

の

要
旨
を
問

答
体
の

形
に

し
て

示
し
た

。

そ

れ

が
「

檀
中
十
間
十
答
」

で

あ
る

。

「

檀

中
十

間
十

答
」

の

冒
頭
で

は
、

『

梵
網
経
』

や

『

首
楞

厳
経
』

に

は

乗

戒
の

源

頭
（

本
源）

、

性

修
の

旨
趣

、

円
通
の

本
根

、

常
住
の

妙
理

が

述
べ

ら

れ
て
い

る

と

し
て

い

る
。

十

間
に

配

す
る

と
、

第
一

・

第
二
・

第
三

問
は

乗
戒

、

第
四
・

第
五

問
は

性
修

、

第
六
・

第
七

間
は

円
通

、

第
八
・

第
十
間
は

性
修

、

第
九
問
は

常
住
の

妙
理
に

つ

い

て

問
答
料
簡

さ
れ

て
い

る
。

「

檀

中
十

間
十
答
」

に

つ

い

て

は
、

張
聖

厳
氏
が

『

浄

信
堂

答
問
』

と

の

関
連
で

テ

キ
ス

ト

研
究
を
さ
れ
て

い

る

の

み

で
、

内

容
に
つ

い

て

の

先
行
研
究
は

な
い

。

印
度
學
佛
激
學
研
究
第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平

成
二

十
六

年
三

月

　

　
二

　
『

宗
論
』

「

檀
中
十
間
十

答
」

に
つ

い

て

　

ま

ず
、

先
行
研

究
に

触
れ

て

み

た

い
。

張
聖
厳

氏
は

、

『

宗
論
』

に

収

録
さ

れ

て

い

る

「

檀
中

十
問

十

答
」

は

後
世

に
、

別
行

本
と

し

て

『

浄
信
堂

初
集
』

八

巻
と

『

浄
信
堂
答

問
』

三

巻
と

な
っ

て

い

る

事
な

　

　
　

　

　
　

　

　

（

1
）

ど

を

明
ら

か

に

し

て

い

る
。

「

檀
中
十

間
十
答
」

に
つ

い

て

の

内
容
や

誰
が

批
判
の

相
手
で

あ
る

か

に
つ

い

て

は

触
れ

て
い

な
い

。

　

　
三

　
智

旭
の

批

判
の

相
手
を
め

ぐ
っ

て

　
『

宗
論
』

「

檀
中
十

間
十

答
」

で

は

『

中
庸
』

に

お

け
る

「

君
子
は

徳

性
を

尊
び

て

而
し

て

問
学
に

道
る

、

広
大
を
致
っ

て

而
し

て

精
微
を

尽

し
、

高
明
を

極
め

て

而
し

て

中
庸
を
道
め

る
」

の

文
を

引
き
「

広

大
」

か

「

精
微
」

か

ど

ち

ら

を
重
視
す
る

か

で

陸
九

淵
と

朱
熹
の

解
釈
は

分

か

れ
た
が

、

広
大
も

精
微
も
共
に

重

要
で

あ
る

と

し

て

い

る
。

ま

た

幽

渓
伝
灯
が

『

楞

厳
経
円
通
疏
』

で
、

十

界
の

解
釈
に

お
い

て

＝

界

が

現
れ

る

と

き
は

九

界
は

隠
れ

て

し

ま

う
」

と

述
べ

た
こ

と

を

批
判

し
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
三

九
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『

宗
論
』

に

お

け
る

「

檀
中
十
問

十
答
」

に
つ

い

て

（
篠
　
田）

伝
灯
の

解
釈
は

溯
れ
ば

孤
山
智
円
ま

で

溯
る
の

で

あ
り

、

永
い

問
天

台

教
学
者
の

中
で

誤
解
さ

れ

や

す
い

部

分

が
あ
る

と

指
摘
し

て

い

る
。

四

　
『

宗

論
』

　

　

つ

い

て

「

檀
中

十

間
十

答
」

の

原
文
の

検
証
作

業
に

　
『

宗
論
』

に

お

け
る

「

檀
中
十
間

十

答
」

の

内

容
に

つ

い

て

見
て

ゆ

こ

う
。

一

問
目
で

は

『

大
智
度
論
』

や

『

梵
網
経
』

の

内

容
を

見
な

が

ら
、

乗
と

戒
に

つ

い

て

解
説

。

次
に

四

教
そ

れ
ぞ
れ

に

お

け

る

乗
と

戒

の

あ
り
か
た

の

違
い

と

は

何
か

を

説
く

。

智
旭
は

乗

や

戒
を

四

教
に

分

類
し
な

が

ら

も
、

仏
の

智
慧
の

あ
り
方
（
性）

と

離
れ

て

い

な
い

こ

と

を
強
調

。

修
行
と
い

う
点
か

ら

も
性
か

ら

離
れ

て

は

あ
り
得
な
い

こ

と

を
述
べ

る
。

戒
律
に

対
す
る

理
解
が

早
ま

る

こ

と

で

乗
に

対
す
る

理

解

も
早
ま
る

と

述
べ

る
。

〈

問
〉

戒

乗
緩
急

．

四

句
料
揀、

本
ト

出
二

経

論
弓

。

畢
竟
以
け

何
．

為
レ

戒
ト
、

以
け

何
ヲ

為
罅

乗
卜

。

如

状

大
論
ノ

十

戒
→

、

則
チ

戒
即
チ

乗
。

梵
網
二

暫
ク

離
⊃

バ

菩

提
心
→

犯
コ

ト

軽
垢
→

、

則
チ

乗
即

チ

戒
ナ
リ

。

又

四
教

各
有
囲

戒
有
囲

乗
。

須
秒

一
一

知
茸

其
ノ

帰
著

．

。

然
シ

テ

後
商
勅

其
ノ

緩
急
”

何
如

．

。

〈

答
〉

答、

乗
戒
同

ク

依
ぞ

性．」
、

元
ト

非
ゴ

異

体．〜
。

故
二

縁
了

ノ

ニ

修
、

亦
常

二

相
即

ス

、

如
許

梵
網
大

論
二

所
の

明
ス

是

也
。

（

中
略）

念

処
ノ

観
慧

．

為
レ

乗
ト
。

而、
．

テ

蔵
通

，

二

教
ハ

、

戒
ハ

指
⊃

七

衆
ノ

律
儀

ヲ、

乗
ハ

指
コ

生
滅
無
生

二

種
ノ

念

観
ヨ

。

別

円
ノ

ニ

教
ハ
、

戒
ハ

指
⊃

梵
網

ノ

重

軽、

井
二

七

衆
ノ

律
儀
づ 、

乗
ハ

指
覇

無

量

無
作

ノ

ニ

種
ノ

念

観
弓

。

（

明

版
嘉
興
大
蔵
経
三

十
六

巻
三

〇

六

中）

次
に
二

問

目

を

見
て

ゆ
こ

う
。

二

問
目

で

は

『

梵
網
経
』

で

は

戒

律
を

四
〇

受
け
な
い

者
が

畜
生
木
石
と

見
な

さ

れ
る

。

内
容
を

解
説
し

、

で

は

戒

律
を

受
け

る

利

益
と
は

何
か

を
解
説
す
る

。

戒
律
を

受
け

ず
知
ら
な
い

者
と

戒
律
を

受
け

て

そ
れ

を

破
る

者
は

何
が

違

う
の

か
。

戒
律
を

受
け

な
い

の

は
、

仏
の

悟
り
を
理

解
す

る

時
期
が

ま
だ

来
て

い

な
い

と

し
、

理

解
し

よ

う
と
い

う
意
欲
が

起
き

れ
ば

戒
律
を
受
け
る

。

戒

律
を

破
っ

て

も
懺
悔
を
す

る
こ

と

で

全
て

の

人

が

木
石

に

な
る

わ

け
で

は

な
い

と

述
べ

る
。

〈

問
〉

梵
網

二

明
ス

不
蚊

受
訪

仏

戒
づ 、

為
二

畜
生

木
石
→

。

又

犯
戒

ノ

人
ハ

、

畜
木

ト

無
”

ト

異
ル

。

ト

。

夫
レ

不
疇

受
レ

戒
ヲ、

虚
力

生．
ソ

浪
リ
ニ

死
ス

、

故
二

名
砂

畜
生
→

、

覚

悟
無
け

期、

故
二

如
ユ

木
石
り

也
。

受
陰

戒
ヲ

即
チ

入
ユ

仏
位．〜

、

而．
ア

犯
ス

ル

者
仍

ヲ

与

畜
生
木
頭一

無
レ

異
ナ
ル

コ

ト

、

則
チ

受
戒

ノ

之
益
毫

モ

無
シ

邪
。

A

答
〉

（

中

略）

然
ル

ニ

不

繊

受
レ

戒
ヲ
、

未
 

必
シ

モ

尽
ク

堕
ユ

地

獄
弓

、

破
陥

レ

バ

戒
ヲ

決
シ一
ア

堕
訊

地

獄〜
。

（
中
略
）

但
ダ

不
旗

受
レ

戒
ヲ

、

無
二

成
仏

ノ

期
司

破
吋

ア

戒
ヲ

堕

落
ス

レ

バ

、

猶
ヲ

為
⊃

成

仏
ノ

縁
種
外

、

此
レ

受
戒

ノ

之

勝
益
ナーー
也

。

至

弦

於
未
受

ニ

シ．
ア

而
発
心
秉
受

シ

、

誤
犯

シ一
ア

而
殷
重

二

悔
除

託
二
、

木
石
皆
非
コ

木
石一

矣
。

（
明

版
嘉
興
大

蔵
経
三

十

六

巻
三

〇
六

下）

次
に

三

問
目

を
見
て

ゆ

き
た
い

。

戒
律
を

受
け
な
い

者
は

、

重
い

罪
を

犯
せ

ば

必

ず
地
獄
に

落
ち
る

と
い

う
。

し

か

し

受
戒
し
た

者
は

、

ど

ん

な
罪
を
犯
し

て

も
真
剣
に

懺
悔
す
れ

ば

そ
の

罪
は

な
く
な
る

と
い

う
。

ま

た

戒
律
を
受
け
て

も
そ
の

内

容
を
学
ぶ

か

学
ば

な
い

か

に

お
い

て

も

違
い

が

あ
る

。

戒
律
を

受
け
て

、

自
分
の

行
い

に

疑
問
を

持
た

ず
罪
を

犯
す
場
合
は

、

仏
の

悟

り
は

得
ら

れ

る
の

か

と
い

う
疑

問
を
出

す
。

そ

れ
に

対
し

て
、

戒
律
を

受

け
る

こ

と

が

大

き

な

利
益
と
な

る

と

し
、

戒

一 568一
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律
を
受
け
て

も
学
ば
な
い

こ

と

は

戒
律
を

知

ら
な
い

こ

と

と

同

じ

だ
が

罪
で

は

な
い

と
い

う
。

〈

問
〉

人
謂

ク

不
陣

バ

受
レ

戒
ヲ
、

雖
陛

失
コ

大

益
→

、

而
無
訃

破

戒
ノ

罪
』

篝
．

バ

則
チ

地

獄
ノ

中
、

更
二

無
秒

不
−

受
戒
町

人
ヒ

邪
。

又

謂
ク

受．
ア

而

不
ゆ

ト
キ
ハ

学
セ

、

則
チ

不
喉

知
．

不
レ

坐
陸

罪
二

。

（

中
略）

〈

答
〉

不
”

受
レ

戒
．

者
、

設
シ

造
ユ

バ

重

悪
弓

、

亦
堕
ユ

参
塗

二

。

毀
⊃

浄
戒
ヨ

者、

雖
レ

具

肺
性
遮

ノ

ニ

罪
η

、

設．
ン

勤．
ア

懺
悔

ス

レ

バ

、

罪
亦
可
け

滅
ス

。

是
ノ

故
二

必
ズ

須
け

受
レ

戒
ヲ

也
。

学
協

ル

律
ヲ

者
、

洞
二

明
ユ

開
遮
持

犯
→ 、

未
胥
犯

セ

知
四

護
ヲ、

已
二

犯
．

レ

バ

能
ク

除
ク
。

不

学
ノ

者
ハ

、

既
二

不
レ

知
け

避

搾
ヲ

罪
ヲ
、

又

不

レ

知
”

出
勝

，

ト

ヲ

罪
ヲ

、

過

必
ズ

日
二

積
ム

。

是
ノ

故
二

受
已，

フ

バ

必
ズ

須
”

学
ス

也
。

（

中

略
）

大
膽
欺
心、

妄
リ

ニ

言
い

無
”

ト

罪、

宝
蓮
医
羅

、

真
ノ

殷
鑒

ナ

リ

矣
。

（

明

版

嘉
興
大

蔵
経
三

十
六

巻
三

〇
亠

ハ

下）

次
に

四

問

目
を

見
て

ゆ

き

た

い
。

『

中
庸
』

の

文
を

引
き

、

仏
教
と

儒

教
は

同
じ

も
の

か
、

異
な
る

の

か

と

問
い

、

次
に

南

宋
の

陸
九

淵
と

朱

熹
は

そ

れ

ぞ

れ

解
釈
の

上

で

重
点
の

置
き

方
が

異
な

る

が
、

ど

ち
ら

が

正

し
い

の

か

を

問
う

。

智
旭
は

仏
教
も

儒
教
も
お

互
い

を
手
助
け
し

あ

う
関
係
と

述
べ

、

儒
教
は

施
権
の

教
え

と
し
て

見
れ
ば

五

乗
の

中
の

人

乗
で

あ

る

と

位
置
付
け

、

顕

実
と
い

う
側

面
か

ら
い

え
ば
一

乗
の

教
え

で

あ

る

と
い

う
。

仏

教
と

儒
教
が

同
じ

か

違

う
の

か

と
い

う
点
ば

か
り

執
着
し

て
は

い

け
な
い

と
誠
め

る
。

『

中
庸
』

の

「

広

大
」

か

「

精
微
」

か

ど

ち

ら

を
重

視
す
る

か

で

陸

九

淵
と

朱
熹
の

解
釈
は

分
か

れ

た

が
、

広
大
も
精
微
も
共
に

重
要
で

あ
る

と
い

う
。

　
〈

問
〉

儒
二

云
ク、

君
子

ハ

尊
茸

徳
性
→

而
道
⊃

問

学．
〜

、

（

中
略
）

与
二

仏
法一

同
ナ
リ

『

宗
論
』

に
お

け
る

「

檀
中
十
間
十

答
」

に
つ

い

て

（

篠

　
田
）

邪
別

ナ
リ

邪
、

亦

同
亦
別
ナ
リ

邪
、

非
同
非
別

ナ
リ

邪
。

象
山

ハ

重
”

尊
コ

ト
ヲ

徳
性
づ

、

紫
陽

ハ

重
以

道
ー

ヲ

問
学
畦

、

互
二

相
ヒ

矛

盾
シ一
ア
、

致
臨

成
コ

ト
ヲ

大
諍
→

、

為

ゼ
ハ

是

一
ハ

非
サ

リ
ト

邪
、

倶
二

是
倶

二

非
ナ

リ

邪
。

且
ク

如
何

ン

ガ

超
二

出
シ一
ア

是
非
→

、

究
竟

シ．
丁

無
け

弊
邪

。

〈

答
〉

儒

仏

有
コ

名

同
．．
ア

義
異

ナ
ル

者
」

如
コ

徳
性
広
大
精
微
等
ソ

。

　一
ハ

世
間

ノ

道
理、

一
ハ

出
世

ノ

道
理
ナ

リ

也
。

有
コ

名
義
倶

二

同
シ

テ

、

而

帰
宗
異

ナ
ル

者
コ

（
中

略
∀

儒
モ

亦
五

乗
ノ

中
ノ

之

人
乗

。

（

中

略
）

象
山
雖
匠

重
以

卜

尊
⊃

ト
ヲ

徳
性
ッ

、

非
以

棄
⊃

二

間
学
り

。

紫
陽

雖
陣

モ

重
以

ト

道
ユ

ヲ

問

学〜
、

非
ば

遺
ー

二

徳
性
→

。

得
詠

其
ノ

旨
→

似
3

リ

頓
悟
漸
修

ノ

両

門〜
、

失
燦

‡
ハ

其
ノ

意
ヲ

則
チ

為
ユ

狂
罔
愚
劣

ノ

ニ

病
』

（
中
略）

（

明
版
嘉
興

大
蔵
経
三

十
六

巻
三

〇
七

上）

次
に
五

問
目

を
見
て

ゆ
こ

う
。

『

首
楞
厳
経
』

の

内
容
を
取
り
上

げ、

ど

の

よ

う
に

修
行
す
れ

ば

悟

り
は

得
ら

れ

る

の

か

に

つ

い

て

問
う

。

煩
悩

を

除

く
に
は

ど

の

よ

う
に

す
れ
ば
い

い

の

か

を

分
析
し

て

ゆ

く
。

答
え

と
し

て

煩
悩
障
や

所
知
障
と
い

う
も
の

は

実
体
が

な
い

事
を
理

解
し

、

十
乗
観
法
を

お

こ

な
う
ほ

か

な
い

と

説
く

。

上

根
・

中
根
・

下

根
に

分

け

て

そ
れ

ぞ
れ

に

適
し
た

修
行
法
を

説
く

。

〈

問
〉

仏
頂

二

明
ス

歇
ハ

即
チ

菩
提

、

何
ゾ

藉
⊃

ト

修
証

→

。

為
私

尽
け ．

ア

漏
ヲ

紆
ユ

疑

悔〜

者
レ

言
ナ

リ

也
。

又

明
ス

非
⊃

バ

歴

劫
ノ

辛
勤．〜

、

不
け

能
い

免
皆

ト

難
ヲ

、

為
ヲ一

開

悟
シ一
丁

未
ザ
除
M

漏
ヲ

者
り

言
ナ

リ

也
。

一
ハ

所
知
障
重

ク

、

一
ハ

煩
悩
障
重

シ、

故
二

如

来
因
け

病
二

発
賢

，

ト

薬
ヲ

如
”

此
ノ
。

〈

答
〉

二

障

雖
け

モ

重
シ

ト

、

非
以

有
罫

実
体

』

只

徹
二

究
シ

円
宗
→

、

即
チ

以一
」

円
解
弓

、

浄
二

除
ス

ベ

シ

業
習
→

。

下
”

手
之

方
、

不
レ

出…
」

十
乗

ノ

観
法
→

。

上

根
ハ

惟
ダ

一
、

中
ハ

ニ
。

リ

之
厩

七
二

、

下
ハ

具
二

用
匹

十
ヲ

。

精
勤

シ一
ア

修
鴨

之
ヲ、

何
ノ

障
ガ

不
け

破
セ

。

（

明

版
嘉
興
大

蔵
経
三

十
六

巻
三
〇

七

上）

四
一
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N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

『

宗
論
』

に
お

け
る

「

檀
中
十
間
十
答
」

に
つ

い

て

（
篠
　
田）

次
に

六
問

目
を

見
て

ゆ

き
た
い

。

『

首
楞

厳
経
』

に

お
い

て

文

殊
菩
薩

が

観
音
の

耳
門
が

勝
れ

て

い

る
と

説

く
内
容
を

引
く
。

観
音
の

耳
が

良

い

の

か
、

耳
の

本
来
の

あ
り

方
が

す

ば
ら
し
い

の

か
。

悟
り
に

至
る

過

程
で

、

耳
と

他
の

五

根
は

機
能
は

何

が

異
な
る

の

か

を
問
う

。

智
旭
は

耳
の

認

識
す
る

対

象
を

通
し
て

、

そ

こ

に

仏
の

真
実
の

あ

り
方
を

観

る
。

耳
根
の

あ
り
方
を

理

解
す

る
こ

と

で

六

根
は

す
べ

て

煩
悩
か

ら

脱

す
る

と

説
く

。

〈

問
〉

耳
門

最
モ

勝
ル

、

根
勝

ル

邪
、

性

勝
ル

邪
。

若
根
勝

レ

バ

、

則
チ

兼
」

耳
ト

与
弓

勞
ハ

、

同
ク

是
レ

菩
提

。

嶝．
ア

発
．

ル

勞
相、

豈．一

可
秒

ヤ

依
」

此
ノ

生

滅．」

為
中

本
修

因
卦

。

若
．

性
勝

レ

バ

、

則
チ

耳
ノ

之

性、

応
レ

非
即
チ

是
レ

余
ノ

五

根
，

性
二

。

云

何
．

ゾ

説
⊃

性
中
相

．

知
リ、

及
ビ

六
解
一

亡
→ 。

〈

答
〉

耳
門
易
博
顕
”

性
ヲ

故
二

勝
ル

。

非
コ

性
二

有
⊃

二

優
劣

ハ

亦
非
熟

竟一一

用
ル

ニ

耳

根
→

、

但
借
コ

耳

境
→

、

以．
．

観
ゴ

真
性
→

。

性
ハ

即
｝

不
生

不
滅、

亦
復
非
以

一
二

非
歴
ハ

言

故
二

得
二

一

返
レ

バ

六

皆
脱

シ

、

六

解
ス

レ

パ

一

亦
亡
→

ル

，

ト
ヲ

也
。

（

明
版

嘉
興
大

蔵
経
三

十
六

巻
三

〇
七

上）

次
に

七

問
目

を

見
て

ゆ
こ

う
。

『

首
楞

厳
経
』

に

お

い

て

文
殊
菩
薩
が

観
音
の

耳
門
が

円

真
実

・

通
真
実
・

常
真
実
の

三
つ

を

具
え

て

い

る
と

い

う
。

耳
が

そ
の

真
実
を
具
え

て

い

る

の

か
。

耳
の

本
来
の

あ

り
方
が

具
え
て

い

る

の

か
。

こ

れ
に

対
し

て

智
旭
は

六

根
は

人

そ

れ

ぞ

れ

が

本

具
す
る
一

精
明
か

ら

分
か
れ

た

も
の

で

あ
る

と

し
、

六

根
の

本
来
の

あ

り
か

た

が

三

真
実
を
具
え
て

い

る

と
い

う
。

耳
根
の

み

が

勝

れ

て
い

る

の

で

は

な
い

と

す
る

。

　
〈

問
〉

耳
門
具
訓

三

真
実

ノ

義
→

、

為
コ

根
是

レ

円
通
常
→

邪
、

性

是
レ

円
通
常

ナ

リ

四
二

邪
。

（
中
略
）

〈

答
〉

、

元
ト

以皿
」

一

精
明

→

、

分一
ア

作
コ

六

和
合
→

。

則
チ

六

和
合
之

本
性

、

皆
円

通

常
、

亦
非
以

有「

三
性一

也
。

（
中
略）

（

明

版
嘉
興
大

蔵
経
三

十
六

巻
三

〇
七

中）

次
に

八

問
目
を

見
て

ゆ

こ

う
。

「

首
楞
厳

経
』

の

内

容
を

引
い

て
、

天

台
教
学
に

お
い

て

性
が

善
と

悪
の

両
方
を
具
え
て
い

る

と
い

う
こ

と
の

意

味
を

問

う
。

又
、

煩

悩
に

覆
わ

れ

た

ま
ま

善
で

も
悪
で

も
性
は

具
え

て

い

る
の

か

問
う

。

そ

れ

に

対
し
て

智
旭
は

善
と
悪
を
不
変
随
縁
・

随

縁
不
変
と
い

っ

た

言
葉
で

さ

ら

に

説
明

。

ま
た

性
家
と

相
家
に

分
け
そ

の

見
解
の

違
い

を

更
に

述
べ

、

最
後
に

理

具
の

三

千
・

事
造
の

三

千
に

つ

い

て

解
説
す
る

。

〈

問
〉

天

台
言
コ

善
悪
皆
性
具
叶

、

此
ノ

義
不
レ

然．
．
。

謂
背

性
非
身

丁

善
亜

坐

不
料

礙
二

善
悪
→

可
ナ

ル

耳
。

若
シ

性
実
．

具
畷

善
ヲ

、

便
チ

不
レ

容
陸

悪
ヲ

、

性
実
二

具
哄
悪

ヲ

、

便
テ

不
レ

容
陸

善
．
。

〔
中

略
）

〈

答
〉

（

中
略
）

可
⊃

例
シ．
．

知
−

現
善
現
悪

ノ

之

時
、

蔵
性
不
”

ト
，

変
セ

。

既
二

知
⊃

正

随
縁

シ，
ア

而
即

チ

不
変
サ

ル

，

ト
ヲ

、

又
可
計

例
シ一
ア

知
ユ

正

不
変

シ．
ア

而
即

チ

随
縁
→

ル

。

ト
ヲ

矣
。

故
二

達
コ

ル

ト

キ
ハ

不

変

随
縁

ノ

之

義
｛

、

則
チ

未
〃
レ

起
誹

修
善
修

悪
→

時
、

非
団

無
3

善
悪

ノ

之

性
』

（
中

略）

故
二

称
コ

事
造
三

千
→

。

又

理
具

ハ

只
是

レ

具
ユ

於

事
造
弓

、

事
造

ハ

只
是

．

造
ユ

於
理
具
→ 、

故
二

雖
匠

称
コ

ト

両
重
→ 、

亦
非
コ

六
千．〜

、

雖

鷹
云
訃

両

重
→ 、

即
チ

重

重

無

尽
ナ
ー−

也
。

（

明

版

嘉
興

大

蔵

経
三

十
六

巻

三

〇
七

中
）

次
に

九

問
目

を

見
て

み

よ

う
。

「

涅
槃
経
』

に

お
け
る

常

住
仏
性
に

つ

い

て

の

質
問
に

答
え

、

縁
起
に

つ

い

て

説
き
、

「

常
」

に

つ

い

て

の

問

一
　570 一
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題

点
を

指
摘
し

、

三

無
二

有
家
つ

ま

り
法

相
の

考
え

方
を

批
覇

す
る

。

智
旭
は

声
聞
・

縁
覚
の

者
も
空
を

理
解
し

て

最
後
は

大
き
な
仏
果
を
得

る
と
い

う
。

よ
っ

て

菩
薩
定

性
と

不
定
性
の

み

が

成

仏
の

可

能
性
を
持

ち
、

残
る
二

乗
と

無
性
の

者
が

成
仏
で

き
な
い

と
い

う
考
え
は

理
解
で

き
な
い

内
容
の

説
だ
と
批
戦

す
る

。

〈

問
〉

涅

槃、一
明
⊃

常
住
仏

性
→

、

説
コ

乳
酪
子
樹

ノ

ニ

喩
→ 。

使
η

乳
本

ト

有
コ

酪
ノ

性
ハ

乃
棄

熟
酥
本

ト

有
師

醍
醐

．

性
激

者、

偲
ゾ

輩
善
巧
鑽
揺
等

．

養
。

（

中
略
）

〈

答
〉

常
ハ

非
コ

死

定
ノ

之
常

く

、

性
ハ

乃
チ

不

改
ヲ

為
似

義
ト

。

涅

槃
既

二

明
訊

常
往

仏

性
→

、

（

中

略
）

故
二

明
嫉

須
レ

藉
恐

ト

ヲ

縁

了
ノ

ニ

國
→

。

以
秒

縁
了
ノ

ニ

国

雖
殍

モ

属
コ

ト

於
修．〜

、

在
〃

因
二

之

時
局

ク

名
コ

性
徳
→

。

正

霞
．

理
発

、

雖
二

全
ク

是
レ

性
→

、

在
励

ノ

果
ユ

之

時
同

ク

名
勅

ヲ

修
徳
n

。

然
レ
バ

鋼
チ

無
性

ノ

之
牲

、

即
チ

是
レ

実

性
。

縁
生

．

之

法
、

当
体
無
生

。

（

中
略
）

而
シ

テ

参
無
二

有
、

終
二

為
二

不
了

義
ノ

説
→ 。

豈．一
可
り

執
コ

片
喩
→

難
似

全

法
”

哉
。

（
明
版
嘉
興

大
蔵
経
三

十
六

巻

三

〇

八
上
）

最
後
の

十
問
目
は

、

十
界
に
つ

い

て

幽
渓
伝
灯
が

＝

界
が

現
れ

る
と

き
は

九

界
は

隠
れ
て

し

ま

う
」

と

述
べ

た
こ

と

を
智
旭
は

批
朝

す
る

。

智
旭
の

見
解
は
『

梵
網
経
玄
義
』

の

中
で

コ

界
が
す
で

に

現
れ

れ

ば
、

九

界
は

同
じ

よ

う
に

現
れ

る

の

だ
」

と

述
べ

る
。

隠
れ

る
と
い

う
意
味

で

使
わ
れ

て
い

る

「

冥
伏
」

だ

が
、

縁
起
に

随
い

な
が

ら
も
仏
の

真
実

の

あ

り
の

ま
ま
の

あ
弓
方
を

具
え
る

と
い

う
意
味
で

あ
る
と

解
説

。

〈

問
〉

天

台
明
穐

理
具
事
造
両
重

ノ

参
千、

嗣
ク

於
」

介
爾

ノ

心

中〜
具
足

彗
、

此
レ

亦

不
レ

然
ラ

。

（

中

略）

今
梵

網
ノ

玄

義．
ニ

ム
、

一

界

既
二

現
ス

レ
バ

、

九

界

斉
ク

彰
ル

ト
。

試
二

観
．

調
達

ノ

地

獄
ノ

相
現

。

ル
ト

キ
ハ

、

剣
チ

仏
界
滅

ス、

下

品
金
蓮

，

相

『

宗
論
』

に
お

け
る

「

檀
中
十
間
十
答
」

に
つ

い

て
（

篠
　
田
）

現
ス

ル

ト

キ
ハ

、

則
チ

獄
界
滅

ス

。

何
ゾ

得
⊃

斉
ク

彰
→

コ

ト
ヲ

邪
。

（

明
版
嘉
興

大

蔵
経

三

十
六

巻
薫

〇
八

巾・
）

〈

答
〉

（

中
略
）

今
既

。

勢
、

キ

ご

界

還
．

具
驚

．

，
ヲ

＋

異
、

則
．

界
界
互

．

具
シ．．、

無
尽
重
重

、

鏡
光
珠
影

、

更、一
何

ゾ

分
剤

ア，
．

ン

。

謂
コ

之
ヲ

参

千
ノ

性
相
→

、

（

中

略
）

此
レ

天
台
性
具

ノ

之
旨

、

観
心

ノ

之
要、

所
下

以
ナ

リ

真
二

能
ク

伝
け

仏
心

印
弓

、

遠
ク

勝
勅

他
宗
b

也
。

（
明
版
嘉
興
大
蔵
経
三

十
六
巻
三

〇

入

中
）

五

　
最
後
に

　
『

宗
論
』

「

檀
中
十
間
十
答
」

の

内
容
は

多
く
は

、

弟

子
の

為
に

噛
ん

で

含
め

る

よ

う
に

丁
寧
に

解

説
さ

れ

た

内
容
と

い

う
印
象
を
受
け

る
。

し

か

し
、

例
え
ば

八

間
冒
の

問
答
料
簡
を
み
て

い

る

と
、

理

具
三

千
・

事
造
三

千
の

内

容
は

、

最
晩
年
に

書
か

れ
た

『

大
乗
起
信

論
裂
網
疏
』

の

中
で

は

真
如
門
と

生

滅
門

に

配
置
さ
れ

、

性
宗
と

相

宗
の

融
会
を

試

み

て

い

る
。

明
末
に

お

け
る

儒
教
の

内
容
も

仏
教
の

中
に

取
り
入
れ

、

し

か

し

仏
教
よ

り
は

下

と
い

う
位
置
付
け
を
与
え
て
い

る
。

多
く
の

教

学
を

天

台
教
学
の

元
に

組
織
し

て

ゆ

く
智
旭
思
想
の

基
本
型
が

、

こ

の

『

宗
論
』

「

檀
中
十
間
十
答
」

に

は

見
受
け
ら

れ
る

。

1

張
聖

厳
『

明
末
中
国

仏
教
の

研

究
』

（

山
喜
房
佛
書
林

、

一

九
七
五

年
）

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
明

末、

智
規

、

天
台

、

檀
中
十

間
十
答

、

『

宗
論
 

（
駒
澤
大
学
大
学
院
満
期
退
学）

四
三
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